
　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
水
産
業
・
水
産
加
工
業
の

復
旧
に
向
け
た
奮
闘
が
続
い
て
い
る
。
被
災
し
た
企
業
の

多
く
が
国
の
支
援
策
を
利
用
し
て
再
建
を
果
た
す
一
方
、

こ
れ
ま
で
の
販
路
を
失
う
な
ど
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て

い
る
の
だ
。
水
産
業
の
中
核
と
な
る
漁
港
の
復
旧
作
業
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
む
中
、
新
し
い
発
想
で
販
路
の
確
保
、
新

商
品
の
開
発
に
挑
む
動
き
が
出
て
き
た
。
震
災
か
ら
２

年
、
被
災
し
た
水
産
業
・
水
産
加
工
業
の
今
を
追
っ
た
。

「
震
災
前
が
良
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
何
も
な
い

と
こ
ろ
か
ら
、
新
し
い
水
産
加
工
業
を
作
り
上
げ

る
」
と
鹿
折
加
工
協
同
組
合
の
川
村
理
事
長
は
意
気

込
む

水
産
加
工
工
場

か
わ
む
ら

日
本
有
数
の
水
産
加
工
メ
ー
カ
ー
の
集
積
地
、
宮
城
県
石

巻
市
魚
町
の
復
旧
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
む

水産業・水産加工業の今
復旧に向けた奮闘続く 東北産業界復興特集

「
赤
崎
カ
キ
」
効
率
生
産
新
技
術
で
高
級
食
材

主要魚市場水揚げ高震災前の％回復復旧後、メーカー支援焦点

合
言
葉
は
「
目
線
を
ひ
と
つ
に
」
諦
め
な
い
勝
負
は
こ
れ
か
ら

　
復
旧
後
も
道
は
決
し
て
平
た

ん
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
諦
め

な
い
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
鹿
折

地
区
に
あ
る
水
産
加
工
メ
ー
カ

ー

社
が

年
７
月
に
設
立
し

た
「
気
仙
沼
鹿
折
加
工
協
同
組

合
」
も
そ
の
一
つ
だ
。
こ
れ
ま

で
個
々
の
企
業
が
行
っ
て
き
た

商
品
開
発
や
製
造
、
販
売
な
ど

を
共
同
で
行
う
。
総
合
商
社
や

大
手
流
通
の
協
力
も
取
り
付
け

て
、
「
気
仙
沼
鹿
折
ブ
ラ
ン

ド
」
の
確
立
に
向
け
て
全
力
疾

走
中
だ
。

　
組
合
設
立
に
つ
い
て
、
川
村

賢
壽
理
事
長

か
わ
む
ら
社

長

は
「
み
ん
な
津
波
で
流
さ

れ
て
何
も
か
も
な
く
な
っ
た
。

だ
か
ら
何
が
何
で
も
生
き
残
る

ん
だ
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
生

ま
れ
た
」
と
話
す
。

　
合
言
葉
は
「
目
線
を
ひ
と
つ

に
」
だ
。
組
合
を
通

じ
て
商
品
開
発
か
ら

製
造
、
販
売
、
受
注

ま
で
を
一
手
に
引
き

受
け
る
計
画
で
、
海

外
へ
の
輸
出
、
企
業

誘
致
な
ど
も
狙
う
。

川
村
理
事
長
は
「
組

合
で
受
注
し
、
各
社

に
仕
事
を
割
り
振

る
。
組
合
が
う
ま
く

機
能
す
る
こ
と
で
、

加
盟
企
業
の
業
績
が

向
上
す
る
好
循
環
を

作
る
」
と
意
気
込

む
。

　
コ
ス
ト
圧
縮
の
た

め
に
共
同
施
設
も
新

設
予
定
。
気
仙
沼
市
が
進
め
る

鹿
折
地
区
約

万
平
方

の
か

さ
上
げ
終
了
後
、
約

億
―

億
円
を
投
じ
て
事
務
所
や
地
下

水
の
給
水
施
設
、
排
水
処
理
施

設
、
超
低
温
冷
蔵
庫
、
圧
縮
空

気
設
備
、
自
家
発
電
設
備
な
ど

を
整
備
す
る
計
画
だ
。
着
工
は

か
さ
上
げ
完
了
後
の

年
秋
ご

ろ
だ
。

　
一
方
、
宮
城
県
石
巻
市
で
も

水
産
加
工
メ
ー
カ
ー
が
次
々
と

復
活
し
て
き
た
。
同
市
の
水
産

加
工
大
手
、
ス
イ
シ
ン
は

年

９
月
に
完
全
復
旧
し
た
。
グ
ル

ー
プ
補
助
金
を
使
い
、
約

億

円
を
投
じ
て
、
収
容
能
力
は
日

産

の
冷
蔵
・
冷
凍
設
備
の

収
容
能
力
は
約
８
８
０
０

だ
。
横
山
社
長
は
「
途
方
に
暮

れ
た
震
災
か
ら
１
年
半
で
、
よ

う
や
く
復
興
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
た
め
に
思
い
っ
き

り
仕
事
を
し
た
い
」
と
話
す
。

　
同
じ
く
同
市
の
大
興
水
産
も

震
災
後
い
ち
早
く
冷
蔵
・
冷
凍

設
備
を
整
備
し
、
魚
の
街
、
石

巻
を
支
え
た
。
サ
バ
な
ど
を
加

工
す
る
新
工
場
は
１
月
に
完
成

し
、
本
格
稼
働
中
だ
。
両
社
と

も
最
新
設
備
を
導
入
し
、
衛

生
、
コ
ス
ト
両
面
で
従
来
以
上

の
製
品
出
荷
を
目
指
す
。

　
一
方
、
魚
介
類
の
残
さ
か
ら

飼
料
原
料
な
ど
を
製
造
す
る
石

巻
魚
糧
工
業
は
、
高
級
ナ
マ
コ

と
ア
ワ
ビ
の
陸
上
養
殖
に
乗
り

出
し
た
。
弘
前
大
学
の
渋
谷
長

生
教
授
な
ど
と
共
同
で
、
高
級

中
華
食
材
の
養
殖
技
術
や
販
路

の
開
拓
を
行
う
。
稲
井
幹
男
社

長
は
「
旧
に
復
す
る
だ
け
で
は

ダ
メ
で
、
新
し
い
産
業
を
興
す

と
い
う
気
概
が
大
事
だ
。
三
陸

と
い
う
世
界
有
数
の
水
産
資
源

を
活
用
し
て
、
地
域
の
復
興
に

貢
献
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
こ
の
事
業
は
科
学
技
術
振
興

機
構

Ｊ
Ｓ
Ｔ

が
実
施
す
る

「
復
興
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

活
用
し
た
も
の
で
、
科
学
技
術

を
活
用
し
て
復
興
を
目
指
す
。

業
容
を
拡
大
し
、
新
た
な
収
益

基
盤
を
構
築
す
る
計
画
だ
。

　
震
災
前
、
沿
岸
部
の
水
産
業

・
水
産
加
工
業
は
地
域
の
雇
用

確
保
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

き
た
。
津
波
で
町
の
中
心
部
が

壊
滅
し
た
宮
城
県
女
川
町
。
四

十
数
社
あ
っ
た
水
産
関
連
企
業

の
ほ
と
ん
ど
が
被
災
し
た
。
津

波
の
直
接
被
害
を
免
れ
た
か
ま

ぼ
こ
メ
ー
カ
ー
の
高
政
は
、

「
地
域
経
済
の
復
活
に
は
雇
用

が
大
事
だ
」

高
橋
正
典
社

長

と
の
思
い
か
ら
、
地
元
住

民
を
積
極
的
に
採
用
し
て
き

た
。
４
月
に
は
６
人
の
新
入
社

員
が
入
社
し
、
全
従
業
員
数
は

１
８
４
人
に
な
る
。

　
さ
ら
に
老
朽
化
し
た
旧
工
場

と
、
３
０
０

の
冷
蔵
・
冷
凍

設
備
は
町
内
の
水
産
業
の
若
手

団
体
「
女
川
水
産
加
工
研
究

会
」
に
無
償
で
貸
し
出
し
た
。

「
若
い
力
が
女
川
の
復
興
を
け

ん
引
す
る
」

高
橋
正
壽
専

務

と
考
え
る
か
ら
だ
。

　
被
災
し
た
企
業
の
復
興
に
向

け
た
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
だ

が
、
鹿
折
加
工
協
同
組
合
の
川

村
理
事
長
は
「
先
が
不
安
だ
か

ら
こ
そ
、
今
日
、
明
日
を
精
い

っ
ぱ
い
生
き
よ
う
と
思
う
。
自

分
た
ち
で
選
ん
だ
生
き
方
な
の

だ
か
ら
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た

い
。
そ
し
て
厳
し
い
競
争
を
生

き
残
り
た
い
」
と
前
を
向
く
。

被
災
地
の
水
産
業
・
水
産
加
工

業
の
勝
負
は
こ
れ
か
ら
だ
。

「新しい産業を興す」
　
水
産
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、

震
災
で
被
災
し
た
漁
船
や
漁
港

施
設
、
水
産
加
工
業
、
養
殖
関

係
な
ど
の
被
害
総
額
は
１
兆
２

６
３
７
億
円
だ
っ
た
。
２
年
た

っ
た
今
、
被
災
し
た
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
主
な
魚
市
場
の
水

揚
げ
量
と
水
揚
げ
高
は
震
災
前

の
約

％
に
回
復
し
た
。
水
揚

げ
に
欠
か
せ
な
い
岸
壁
の
復
旧

は
被
災
し
た
３
１
９
の
漁
港
う

ち
、
１
１
５
の
漁
港
で
復
旧
を

終
え
、
１
５
０
の
漁
港
で
部
分

的
に
陸
揚
げ
が
機
能
が
回
復
し

た
状
況
だ
。

　
一
方
、
漁
船
は

年
度
末
ま

で
に
１
万
２
０
０
０
隻
ほ
ど
の

復
旧
目
標
を
掲
げ
て
い
た
が
、

年
１
月
に
は
約
１
万
４
８
０

０
隻
ま
で
復
旧
。
保
険
金
や
水

産
庁
の
補
助
な
ど
が
寄
与
し

た
。

　
水
産
業
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

は
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き
た

が
、
課
題
は
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

介
類
を
加
工
す
る
水
産
加
工
メ

ー
カ
ー
の
復
旧
後
だ
。

年
９

月
に
は
グ
ル
ー
プ
補
助
金
の
認

定
を
受
け
た
マ
ル
ア
阿
部
商
店

宮
城
県
石
巻
市

が
新
工
場

完
成
を
目
前
に
し
て
倒
産
。
原

材
料
の
確
保
に
加
え
て
、
販
路

を
失
っ
た
こ
と
、
運
転
資
金
の

不
足
な
ど
が
原
因
だ
っ
た
。
グ

ル
ー
プ
補
助
金
を
受
け
た
企
業

と
し
て
は
震
災
後
初
め
て
だ

が
、
あ
る
水
産
加
工
会
社
の
社

長
は
「
ひ
と
ご
と
で
は
な
い
」

と
深
刻
だ
。
東
北
経
済
産
業
局

の
山
田
尚
義
局
長
は
「
震
災
前

の
販
路
を
失
っ
た
こ
と
で
、
売

上
高
が
落
ち
込
ん
で
い
る
例
が

多
い
。
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
多
様
な
支
援
策
を
考
え

て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
岩
手
県
大
船
渡
市
赤
崎
地
区

の
カ
キ
は
「
赤
崎
カ
キ
」
と
呼

ば
れ
る
高
級
食
材
。
ふ
っ
く
ら

と
し
た
丸
み
を
帯
び
た
身
で
、

東
京
築
地
市
場
で
高
値
で
取
引

さ
れ
る
。
森
林
の
栄
養
分
を
た

っ
ぷ
り
と
含
ん
だ
海
水
で
育
っ

た
カ
キ
の
味
は
濃
厚
で
、
多
く

の
食
通
を
う
な
ら
せ
る
。
こ
れ

ま
で
も
高
級
品
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
て
き
た
が
、
新
技
術
を
導

入
し
て
養
殖
の
効
率
化
、
製
品

の
さ
ら
な
る
高
付
加
価
値
化
を

図
る
計
画
だ
。

　
同
市
漁
協
赤
崎
支
所
が
導
入

し
た
の
は
、
ヤ
ン
マ
ー
が
開
発

し
た
カ
キ
の
人
口
種
苗

シ
ン

グ
ル
シ
ー
ト

養
殖
方
式
。
海

に
浮
か
べ
た
中
間
育
成
装
置

で
、
２
、
３

の
稚
貝
を
７

―
９

ま
で
育
て
て
出
荷
す

る
。
陸
上
種
苗
生
産
技
術
で
育

成
し
た
稚
貝
を
使
い
、
品
質
の

高
い
カ
キ
を
短
期
間
で
効
率
的

に
生
産
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。

　
ホ
タ
テ
の
貝
殻
を
使
う
従
来

方
法
の
場
合
、
出
荷
ま
で
３
年

ほ
ど
か
か
っ
た
が
、
ヤ
ン
マ
ー

方
式
で
は
１
年
に
ま
で
短
縮
。

１
回
に
養
殖
で
き
る
カ
キ
も
通

常
の
３
―
４
万
個
か
ら

万
個

と
飛
躍
的
に
増
加
、
さ
ら
に
養

殖
時
の
生
存
率
は
従
来
の

％

か
ら

％
に
飛
躍
的
に
伸
び

る
。

　
赤
崎
カ
キ
の
第
一
人
者
の
志

田
恵
洋
氏
も
「
短
期
間
で
、
最

高
品
質
の
カ
キ
を
効
率
的
に
生

産
で
き
る
。
大
船
渡
の
復
興
は

高
級
カ
キ
の
養
殖
か
ら
始
ま

る
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。
今
回

の
取
り
組
み
は
水
産
庁
の
復
興

支
援
制
度
「
が
ん
ば
る
漁
業
復

興
支
援
事
業
」
を
活
用
し
た
も

の
で
、
中
間
育
成
装
置
な
ど
は

ヤ
ン
マ
ー
が
漁
協
に
貸
し
出
し

た
。

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 ３月２９日 金曜日 　　


